
連結業績ハイライト
2011年4月1日～2011年9月30日

　　※金額は表示単位未満の端数を切り捨てています。

●震災後大きく落ち込んだ航空旅客需要は夏以降回復
基調が鮮明となり、需要喚起に向けた施策の効果もあ
って、当第2四半期（6カ月間累計）は前年同期に比べ
増収となりました。

●一方で期初に計画したコスト面での緊急対策を予定
通り遂行し、営業利益501億円、経常利益375億円、
四半期純利益228億円となりました。
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四半期ごとの営業損益の推移
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需要の回復基調に合わせ、積極的な需要喚起策を
展開

営業収入は国内外の景気後退懸念等により前回発表（7月29日）時
点よりも100億円程度減収になると見込んでいます。引き続きコスト削
減を進め、減収見込額と同額の営業費用を削減する予定です。その
結果、通期の営業利益、経常利益、当期純利益はいずれも前回発表
時点と変更はありません。配当金は1株当たり2円を予定しています。
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国内線旅客数・国際線旅客キロ・国際線貨物トンキロの推移（前年同月比増減率）
（単位 ％）
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ビジネス需要は6月までにほぼ回復。プレジャー
需要も7月以降、需要喚起策の効果もあって、
ようやく回復基調に。

ビジネス需要が先導し、需要は6月までにほぼ震
災前の水準に。プレジャー需要も日本発は7月以
降堅調に推移。訪日需要の回復は遅れている。

震災による需要減は予想より早く回復したが、
夏以降日本発の需要が減退傾向に。
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先行き不透明な中でも、積極的な事業展開で収益を確保

　平素より、株主・投資家の皆様におかれましては、
格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、2012年3月期は、震災の影響を受けて営業
赤字でスタートしましたが、夏以降に回復基調が
鮮明となり、需要に応じた大型機の投入等を積極的
に実施する一方で、コスト面でも期初からの緊急
対策を継続して実施した結果、7～9月期において
は過去最高水準の営業利益582億円を確保する
ことができました。第２四半期累計では、営業収入
7,048億円、営業利益501億円、経常利益375億円、
四半期純利益228億円となりました。
　今後も、経済の先行き不透明感は残るものの、
需要回復の波を的確に捉え、依然として弱含みの
訪日需要も含め、積極的な需要喚起策を講じて
いきたいと考えております。
　また、日本時間の9月26日には、本誌6～10ページ
でもご紹介しておりますボーイング787型機（ドリーム
ライナー）を世界に先駆けて受領しました。11月１日
に国内線定期便に投入し、2012年度末までに20機、
最終的に合計で55機の受領を予定しております。
今後も卓越した快適性と高い経済性を兼ね備えた
この機材の特長を最大限活用し、国際線の新規路
線開設等も積極的に進めていく所存です。

　今後予想される競争環境の変化を前に、安全性
と品質のさらなる向上や収益力強化、財務体質改善
等、経営基盤の強化にANAグループ役職員全員で
取り組んでまいります。
　最後になりましたが、9月6日に発生した当社140便
における不安全事象につきましては、ご搭乗のお客様
はもとより、株主・投資家の皆様に多大なるご心配と
ご迷惑をおかけしましたことを、ANAグループを
代表して深くお詫び申し上げますとともに、再発防止
は当然のこと、安全性の向上と信頼回復に向け、
ANAグループを挙げて取り組んでまいります。
　株主・投資家の皆様におかれましては、変わらぬ
ご愛顧とご支援を賜りますよう、お願い申し上げ
ます。

株主・投資家の皆様へ

代表取締役社長
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